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プロジェクト名称 

アジア学生とのサステナブル都市協働提案7 
プロジェクト活動概要 

リサイクル会社WONGPANITの施設見学の様子 AITの教授、AIT生とのランチ 

AIT生とのワークショップの様子 

目的 
 

・東京とバンコクのインフラに関する 
 調査と比較研究 

・アジアの学生との交流と知識の共有 

・Global-PBLの支援 

・サステナビリティレポートの協働制作 
 

 
 
背景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

２．企業との 

勉強会の開催 

OGが在籍する株式会
社リーテムとの勉強
会を全学部・学科を
巻き込んでの開催 

３．サステナビリ
ティレポートを用い
た学外発信の継続 

 地球環境シンポジウムで   

 の学会発表 

４．新メンバー
の教育体制強化 

メンバー内での定期
的な勉強会の開催 

１．Global-PBL
を支援 

gPBLの一部として
AIT、KUMTTとワー
クショップおよび議
論を行う 

急激な経済成長 

インフラ整備の遅れ 

公害問題をはじめとした 
環境問題 

        カウンターパート 
       ・アジア工科大学院大学(AIT),工学系の国際大学院大学 
       ・キングモンクット工科大学(KMUTT),工学系の国立大学 

今年の方針 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=OxylI-m6F6VhIM&tbnid=cSEFuYI9B37w2M:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.tdia.or.th/&ei=5mG5Udr9M4LwkQX_xIG4Bw&bvm=bv.47883778,d.dGI&psig=AFQjCNF5OmmeyqhAZkVs9f1a6IG2XGDPWQ&ust=1371190111862564


活動状況報告＆活動写真など 活動期間：2013年10月26日～12月23日 

2013年 

KMUTT来訪準備 
KMUTTの来訪にあたり、プレゼンテーシ 

ョンを行う予定でしたがタイの首都バンコ 

クにおいて反政府デモが発生したため、渡 

航が延期となりました。後日渡航されまし 

たが、スケジュールの都合上、キャンパス 

訪問のみとなりました。 
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株式会社 リーテムとの 
  環境出前授業開催 

(参加者約60名) 
2013.10.26 (15名) 
第一回座学：インフラ・エネルギー関連 
講師：中島 賢一会長 松下潤教授 
 
2013.11.5 (11名) 
第二回座学：小型家電リサイクル 
講師：中島 賢一会長 
 
2013.11.11 (7名) 
第三回施設見学: 中防廃融炉施設  
          東京都中央防波堤埋立処分場 

2013.11.14 (14名) 
第四回座学：Sustainability(持続可能性) とは 
講師：中島 彰良社長 

2013.12.9 (5名）  
第五回施設見学：東京中央清掃工場 
 
2013.12.16 (7名) 
第六回施設見学：東京スーパーエコタウン 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 最終講義（予定）1月18日 
参加者 
 
 

  
 

 
 

2013.12.7  @豊洲キャンパス 
第4回グローバル人材育成推進事業 

2013.12.14 ＠ビッグサイト 

第15回エコプロダクツ展 

 

 

 

 

2013.12.23  @大宮キャンパス 
SD研最終発表 

2013.10.31  
JICA教育コンクール応募   
 

 

 
 

(独)JICAの主催するグロー 
バル教育コンクールにおい
てアジアプロジェクトの活
動内容をまとめ、グローバ
ル教育取り組み部門に応募

しました。 
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活動状況報告＆活動写真など 活動期間：2013年6月1日～9月30日 

 株式会社リーテムの紹介 

 株式会社Re-Temでは金属系廃棄物の中間処理

だけでなく、金属系廃棄物処理のマネジメント、

廃棄物関連を中心に各種環境分野におけるコンサ

ルティングサービスを行っています。本学のOG

が働いており、これまで何度も施設見学やヒアリ

ングをさせていただいている企業です。 
 

開催経緯 

 （株）Re-Temは、大学生における環境教育

に力を入れようとしており、OGからお誘いをい

ただきました。私たちも学生生活の中でなかなか

経験出来ない貴重な機会となると思い、環境出前

授業の企画に賛同しました。 

環境出前授業の概要 

 座学形式と施設見学形式の2部構成となってい

ます。講義形式では（株）リーテムから会長と社

長、本学の松下先生から廃棄物に関する歴史や再

生可能エネルギー、シェールガスといったエネル

ギーに関して、都市鉱山、サスティナブル都市に

関してなどをテーマとして講義を行ってもらいま

す。施設見学形式では、 （株）リーテムの他に

東京スーパーエコタウンに入っている企業や東京

都23区清掃組合、東京都環境公社のご協力によ

り中央防波堤最終処分場の視察、東京スーパーエ

コタウンの視察を行います。本学の学生にポス

ターやFacebookといった手法で、環境に少しで

も興味のある方に参加していただけるように周知

活動を行っていきます。 

株式会社リーテムとの環境出前授業開催！！ 

2013 年度 

学生プロジェクト活動状況報告書  12月号 

豊洲学事部 大学企画課 

http://www.shibaura-it.ac.jp/campuslife/activity/project/index.html 

去年度のヒアリングでの集合写真 

（株）リーテムの前にて集合写真 

夏期休業時の施設見学の様子 
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活動状況報告＆活動写真など 活動期間：2013年6月1日～9月30日 
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～座学形式～ 

 環境出前授業キックオフ  松下先生による白熱した座学 

 中島会長による座学  中島会長との意見交換 

 

座学の授業では(株)リーテムの
会長、社長に講義していただき
その後質疑応答を行いました。
エネルギー政策にも関わってい
るお二人からは未来のエネル
ギー技術や生き方に至るまで貴
重な意見をうかがえると共に、
自分たちの考えを理解して頂く

ことができました。 
貴重なお話をしていただきました 

 環境出前授業キックオフ 
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～施設見学形式～ 

 施設見学ではゴミの埋め立て
行っている中央防波堤、先端的
なゴミ処理施設の集まる東京
スーパーエコタウンを見学しま
した。見学では関連職員の方に
説明してもらいました。こうし
た施設は見学の機会がなかなか
ないもので、座学やインター
ネットでは得られない、生の情
報を目にしました。 

中央防波堤（埋め立て地） 

オフィス内でお話をしていただきました 畳を裁断しているところです 

学プロでない方も参加しています 

職員の方に説明してもらいます 
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今後の活動計画、目標、意気込みなど 

ワークショップに向けて 
 

 日本の廃棄物インフラに関する歴史を紹介 
  →東京ゴミ戦争、パイプ端末技術の紹介、もったいない精神 

 資源循環における分散型廃棄物処理 

  →山形県長井市レインボープラン、福岡県大木町バイオガス発電利用などの成功事例の紹介 

 環境出前授業で学んだリアルタイムな情報を発信 

  →都市鉱山、小型家電リサイクル法など 
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第3回異文化ＰＢＬ(2013年11月16日土曜日開催） 
第4回 グローバル人材育成推進事業シンポジウム参加 

 文部科学省 平成24年度「グローバル人材育成推進事
業」に採択され発足したシンポジウムと、第三回異文化
ＰＢＬに参加させて頂きました。 
 若い世代の「内向き志向」を克服し、国際的な産業競
争力の向上や国と国の絆の強化の基盤として、グローバ
ルな舞台に積極的に挑戦し活躍できる人材の育成を図る
ことを目的とした事業です。 
 今回は『30年経ったら今の仕事の半分は消滅してい
る』という説が本当だとすると、私達学生はそれに対し
てどう対処するか？というテーマに対して、他大学生、
教員、企業人入り乱れてシステムズアプローチを用いた
討論を行いました。 
 学プログローバル部門である本プロジェクトを通じた
グローバルな経験から、日本の現在価値の(再)認識を基
軸にした国際展開の必要性(インフラ海外輸出め)等の意
見を発言しました。 

JICA グローバル教育コンクール 
 J ICAは独立行政法人国際協力機構で、開発途上国へ国際協力を行って
います。グローバル化が進む社会になり、世界の問題を自分たちの問題
として考え、行動できる人を育成するグローバル教育が重要視されてい
ます。JICA主催グローバル教育コンクールは、こうしたグローバル教育
を実施する際に活用できる作品のコンクールです。私たちは、いままで
の活動を知って頂くと同じに、大学生からのグローバル化の楽しみ方を
一例として紹介したいと思い応募し、「大学生が行うグローバル自己教
育のモデルケース」を提案しました。学生プロジェクトの制度を活用し
自分たちで考え、行動、反省、展開していくこと、自分次第で多くを経
験できる学生の特権をグローバルに活用していることを3人のキャラク
ターを登場させて心情変化や成長で表現して作成しました。 

 上記の3点に関してまとめていきたいと思います。また、英語によるプレゼンテーション及び議論
が出来るように準備をしていきます。キングモンクット工科大学とは初めて交流するので、これま
でとは違った成果を得られるのではないかと思います。 
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JICAグローバル教育コンクール応募作品のご紹介 
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